里山の再生に関する考察
―カスミサンショウウオを中心に―
仁文　知里
Ⅰ　はじめに
日本には1950年代まで人間が自然に働きかけ，自然から恵みを受けるという「里山」が各地に存在した．整備された棚田や農道，雑木林，そしてそのそばに佇む茅葺き屋根の民家という里山の風景は郷愁を誘う日本の古里を象徴する存在であるともいえる．里山には多様な生物が人間の存在を前提に生息しており，日本固有種や亜種も多く，日本人にとって馴染み深い生き物も多い．しかし1950年代以降古き良き里山は急速に破壊が進み，破壊を逃れて残った里山も分断され，放棄されるなどして荒廃してしまった．それに伴いたくさんの生物が個体数を減少させ，我々が親しんできたはずの生物でさえも絶滅危惧種に指定されるようになった．里山は生物多様性の宝庫だったのである．2002年に策定された新生物多様性国家戦略においても人為的に管理されてきた里山の自然の重要性が強調されるようになってきている．しかし里山の自然は人為的なものであるため，人間の開発から守るべき対象とされた原生的な自然に比べて保全について正しく理解されにくく，対策が遅れてきたのが現状である（武内ほか 2001; 日本自然保護協会 2005; 山村 1989）．そこで本論文ではその中でも特に個体数の減少が著しいカスミサンショウウオの保護の問題を通じて，里山が果たしている多面的機能と里山の自然環境と生態系を保全することの重要性を考察し，里山の再生に関係した法律の問題点の考察と法制度の活用の可能性という観点から里山の再生に向けた方策について検討していきたい．
Ⅱ　里山の持つ価値とその遷移
里山とは農林業活動などの人間の営みを通じて形成された人間と動物の共存地域のことで，雑木林や採草地，谷津田，集落，水田と河川，畑地などから構成される．里山の人々は伝統的農業生産と生活に必要な様々な資源を里山から手に入れることができた．農業のための肥料と水，家畜を養うための飼料，家屋を建て維持するための木材，茅，竹，燃料となる薪や松葉，日用品をつくる蔓や竹などを採取できるよう，多様な樹林や草原，田畑などを居住地のまわりに配置し，ため池などを利用しつつ自然を管理してきたのであり，自然の恵みを尽きることなく適切に利用した持続可能なシステムが構築されていたのである．原生林とは反対に，人の手を自然に加えることが里山の自然の維持には必要なのである．この点が原生林とは違い理解を得るのが困難であった原因であるといえる．
人の手が加わってない原生林では陰樹や陰性植物など日光量が少なくても生育できる生物だけが繁茂しがちだが，里山では人間の自然管理が行われることによって植物資源の攪乱とストレスが里山の自然に加わる．そのため競争力の大きい種の優占が起きず，植物の多様性が高まることから，多様な種類の餌が手に入り，営巣場所などが分散するため動物の多様性も高まる１）．また里山は谷津田や低湿地帯などの水辺と雑木林が隣接しているなど地形の多様性も，動植物の多様な生活様式を受け止めることができる要因となっている．
しかし1950年代に入ると里山の様相は一変することとなる．まず里山は都市近郊に位置するものが多く，大規模住宅地開発の対象となった．多摩ニュータウンや千里ニュータウンなどはその代表例である．開発の際，尾根を削り土砂を谷に埋めて平坦地を造成する工法が用いられたため里山の自然は壊滅した．さらに1960年以降の燃料革命と肥料革命，円高の定着，貿易自由化により，雑木林から薪炭材や建築材，肥料となる落ち葉，採草地から秣や飼料などをとってくる必要がなくなり，外国からの輸入に頼るようになった．森林の構成については人工林が増えていることを指摘できるが，これは広葉樹林の地域に針葉樹林が植林されたからであり，森林面積については1966年以降横ばいでほぼ変わっていない．しかし森林の蓄積量は1966年の1,800万㎥から1995年では２倍近くの3,500万㎥となっている２）．このことは森林が管理されずに放置されていることを表している．図１は薪と木炭の生産量の推移を表していて，１人あたりのエネルギー消費量は格段に伸びているにも関わらず1955年以降薪と木炭の生産量が激減しており，エネルギー源が薪と木炭から石油やガス，電力に取って代わられたことが分かる． 
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図１　薪・木炭生産量の推移
（『林業統計要覧』（1982，1987，1992，1997年版，林野庁弘済会発行）により作成）
また，化学肥料の生産量は増加しており，この時期の農地面積に大きな変化はないので肥料となる落ち葉の消費も相対的に減少したことになり，里山の機能が大幅に低下したことが分かる．
里山の経済的価値が低下し，農家が里山を管理し，里山から恩恵を被るという関係性が失われ，さらに農産物の輸入自由化や減反政策，農家の高齢化も相まって農林業の継続が難しくなり，里山は放置され荒れ果ててしまった．そのため開発を逃れた里山も水田の耕作放棄による乾燥化が進み，さらに間伐を行わなくなったことにより陰樹や陰性植物が蔽い繁り，日光の届かなくなった土壌は貧弱化して生物多様性は失われ，多くの生物種が個体数を減少させてしまうことなった．その中で顕著な影響を受けたものの１つがカスミサンショウウオである．
表１　主伐面積の推移
	　
	主伐面積
	主伐面積／森林面積
	国内産材供給量
	主伐面積／供給量

	年
	国有林
	民有林
	計
	
	
	

	　
	ha
	ha
	ha
	％
	1000m3
	ha/1000m3

	1950
	213,587
	501,919
	715,506
	−
	−
	−

	1955
	166,952
	542,778
	709,730
	−
	42,794
	16.6

	1960
	141,048
	515,181
	656,229
	−
	49,006
	13.4

	1965
	158,531
	402,947
	561,478
	2.27
	50,375
	11.4

	1970
	145,580
	339,192
	484,772
	1.92
	46,341
	10.5

	1975
	124,957
	234,963
	359,920
	1.42
	34,577
	10.4

	1980
	103,916
	219,127
	323,043
	1.28
	34,577
	9.3

	1985
	107,525
	183,275
	290,800
	1.15
	33,074
	8.8

	1990
	98,008
	145,379
	243,387
	0.97
	29,367
	8.3

	1995
	69,028
	89,201
	158,229
	0.63
	22,915
	6.9


（主伐面積および国内産材供給量は『林業統計要覧』（1982，1987年版，林野庁弘済会発行；1997，2000年版，林野庁発行）により作成．森林面積は『林業統計要覧』（2000年版，日本林業調査会発行）により作成）
Ⅲ　カスミサンショウウオの保護問題と里山
１．カスミサンショウウオの生態環境とその悪化
１）カスミサンショウウオの生態環境

カスミサンショウウオは西日本に広く生息し，体長は約10cm程度で，体色は淡灰褐色～黒褐色である．尾の上部には黄色の筋が見られる．１～４月の初春に卵嚢が池の落ち葉や枝などに産み付けられ，３～７月に１cm程の幼生が卵嚢から孵る．幼生時代は水中で過ごし，プランクトンや赤虫などを餌とする．６～７月にかけて幼生は体色が淡灰褐色から黒く変色し，鰓が徐々に縮小し，上陸を果たす．その後成体は林床で生育し，昼間は土中や倒木の下などにひっそりと隠れ，夜に主としてワラジムシやミミズなどの小動物を待ち伏せして食す．サンショウウオは幼生時代に過ごす環境の違いによって流水性と止水性に分けられる．流水性の幼生は標高が高く流れのある渓流などで過ごし，幼生の期間も長いのに対し，止水性の幼生は比較的標高の低い地域に住み，水の流れが少ない池や沼，湿地，田んぼなどで過ごし，卵嚢から孵った年の夏に陸上化する．カスミサンショウウオは後者の止水性に属し，人里近くの田んぼなどの水辺あたりに多く生息する．それはカスミサンショウウオが水辺と林床が隣接しており，かつ豊かな生態系が築かれ豊富な餌が得られるという里山の性質に依存して生息しているからであり，里山とカスミサンショウウオの間には非常に強い連関がある．

２）個体数の急減
近年その生息地である里山において都市開発や農地整備，水質汚濁，乾燥化などが進み，カスミサンショウウオの個体数が急激に減少した．人目につかず生息するため存在に気付かれないまま開発の犠牲になることも多く見られる．さらにサンショウウオの生息にはきれいな水と豊かな森が必要であり，双方のうちどちらかが欠けても生きていけず，環境の変化に敏感に反応する．サンショウウオは環境が悪くなっても鳥類のように飛ぶことができず，爬虫類のように長時間陸上を移動することもできず，同じ両生類のカエルのように跳ぶこともできず極端に移動能力が低いため地域ごとに遺伝子分化が進んでいる３）．また生息地域が広いため，準絶滅危惧種に指定されるのみで本格的な保護を受けることができないでいることも個体数の減少に拍車をかけているといえる．
２．カスミサンショウウオの絶滅が引き起こす生態系の破壊
カスミサンショウウオの生育に必要なきれいな水と豊かな森は他の生物にとっても適した環境であるので，カスミサンショウウオは環境指標性が高いといわれる．つまりカスミサンショウウオが生息している環境は他の生物の生息にも適した環境であるということである．従ってカスミサンショウウオが絶滅するということは他の生物にとっても生息環境が悪化していることを示している．さらに生態系サービスという考え方がある．ある生物種は食物連鎖の一部を担っており，その生物種が絶滅すると生態系が崩壊するということである．一見するとカスミサンショウウオは人間の実生活と関係が薄いように見えるが，食物連鎖の中位に位置しており，カスミサンショウウオの絶滅によって生態系のバランスが崩れてしまうと，人間の実生活に直接的影響を与える可能性があるのだ４）．生態系は微妙なバランスの下，自然の摂理に従い，均衡を保っている．それを崩すことは生態系のバランスを取り返しのつかない程破壊し，人間社会にも損害を与えてしまうことにつながりかねない．人間と関係が深い生物や人間にとって有益な生物のみを保護する必要があり，カスミサンショウウオのような人間との関係性が薄い生物は絶滅しても人間には影響はないという認識は適切ではなく，生態系の維持のためには全ての生物種の保護が必要なのである．
だが短絡的に個体群導入を行い，個体数減少に歯止めをかけることには慎重になるべきである．分化した遺伝子の多様性を保護しなければいけないし，新たな環境への適応性や未知の病原菌を持ち込む危険性などを考慮しなければならないからである．安易に個体群導入に走るのではなく，根本的な里山の再生を通じて生態系の保全がなされるべきであり，このことによってはじめて多くの貴重な動植物の持続的保全につながるのである．
Ⅳ　法制度における問題点
ではどのような法律によって里山を保護することが可能なのか検討していきたい．１つ目が自然保護関連法である．自然環境の保全を直接的な目的とするものと，自然環境保護が直接的な目的ではないがその法律によって付随的に自然保護につながるものがあり，前者は主に自然公園法や自然環境保全法などが，後者は森林法などがある．自然環境保全法と自然公園法は環境省の管轄で，森林法は農林水産省の管轄である．前者の自然公園法と自然環境保全法は双方とも優れた自然を公園あるいは保全地域に指定して指定区域内の利用を制限することで自然を守るというものだが，問題点がいくつかある．まず国土交通省や農林水産省などの省庁が自らの権限を侵されることを恐れたため，複数の法律に分割されてしまい，適用される自然環境が極めて部分的，局所的なものとなったことである．自然公園法が環境省に，都市公園法が国土交通省に属しているのはその典型である．次に風光明媚な地域や稀少，あるいは学術的価値が高い地域しか自然環境保全地域に指定されないということだ．そのため雑木林や低湿地帯など多様な地形を含む里山は部分的な自然保護法では対処しにくく，また破壊が進んだとはいえ里山は本来どこにでもある風景であり稀少性が高いとはいえないため保全の対象にもなりにくいのが現状である．その他にも保全の対象が稀少なものに偏り生態系のバランスを崩してしまうことや，指定手続きに住民以外のNPOなどの団体の参加は認められていないこと，保全地域のうち開発行為が届け出制をとっている普通地区比率が高く規制が緩いことなどの問題点があげられる．次に森林法など直接的に自然保護を目的としていない法律についてだが，これらの法律はやはり自然環境保護よりも本来の管轄分野の目的を優先する場合が多く，自然環境保護の根拠にするには矛盾する点が多い．例として自然環境保全地域に指定されている特別地区や普通地区の保安林であっても森林法に基づき許可を得れば開発を行うことができることや，保安林に指定されれば自然環境保全法に基づく指定ができないことなどがあげられる．また保有林は防災や風致目的であるので規制が緩く，観光目的も併せもったスーパー林道や道路，ダムなど公共事業のために安易に指定を解除され，自然が破壊される可能性が高い．以上より現行の自然保護関連法には不十分な点が多く，里山の保護は困難であるといえる．
２つ目に条例を制定して開発を制限して自然を守るというものだ．自然保護法が国主導なのに対し条例は住民主導で行うことができる５）．条例の長所は，自然環境保全法で普通地域となっている地区でも，条例で必要性が認められれば許可制にできる点，住民の意思が反映される点，その地方独自の方針により法定規制の及び地域を指定できる点，法律に規定のない種類の地域指定をすることができる点などがあげられる６）．条例は地域の住民や風土に根ざしており，現実的な保全が可能となるため，里山の保全には条例が適しているが，直接請求は多大なエネルギーを要するものである．しかし全国のほたる保護条例や，堺市で緑の保全条例が直接請求により策定された例，更には埼玉県鳩山町で山林の工業団地計画に反対する住民らによって議会解散請求を行った例などがあり，住民の運動の盛り上がりの力次第では大きな可能性を持っている７）．
Ⅴ　法制度面の改善とその活用の可能性
Ⅳで述べたように，条例によって里山の破壊を食い止めることはできるが，荒廃してしまった里山の再生は罰則や規制だけでは実現できない．人の手を加えていかなければ里山は再生できないのである．そこで2003年に施行された自然再生推進法を検討していきたい．自然再生推進法は失われてしまった自然を再生して，生物の多様性の確保を通じ自然と共生する社会の実現を図ることを目的とし，様々な主体の自然保護活動を支援している．自然保護関連法と異なり地元住民やNPO，自然環境の専門家など多様な主体が事業の初期段階から参画するなど地域の自主性を尊重しており，事業の着手後においても自然再生の状況をモニタリングし，フィードバックするなど息の長い取り組みを支援することができる法律である．規制措置や直接的な財政措置などを含まない緩やかな法律で，行政の関与は極力抑えられた地域の主体性を尊重した枠組みであり，透明性の確保と積極性が求められる８）．また政府により環境省・農林水産省・国土交通省その他の関係行政機関の職員をもって構成する自然再生推進会議が設けられ，連携をとりながら財政上の措置の他，自然環境学習の振興や情報提供などを実施するため，総合的かつ効果的な事業が可能となる．
この自然再生推進法を利用してボランティアの市民によりサンショウウオの保全を中心とした里山管理活動会を運営し，里山を守ることを検討してみたい．まず運営組織の結成をしなければならない．ここでは自然再生推進法基づいて林野庁が行っている国民参加の森林づくり関係支援事業が活用できる．同事業ではNPOや企業などの森づくり活動を支援する森づくりコミッション，先導的ボランティアに対する国庫補助が講じられており，活動の立ち上げ支援，活動フィールドと森林ボランティアの情報のネットワーク化，研修の実施，活動マニュアルの作成などがなされている９）．また現場の里山を学習するために，森の体験交流活動推進事業により実施されている研修に参加し，そこで知り合った荒廃した里山の再生に興味のある人で，一緒に楽しく活動ができそうなメンバーを５人程集める．２つ目に活動場所決めである．ここでも森づくりコミッションにより国有林・公有林の貸与や里山保全活動に理解のある森林保有者の森林斡旋が行われ，国有林ではふれあいの森制度もあり，活動の場となる森林を貸与してもらうことができる．こうした制度を利用しながら，サンショウウオの生息が確認され，かつ耕作放棄水田が近辺にあり，できるだけ駅から近くかバスの路線が通った場所を選ぶ．耕作放棄水田については後ほど詳しく説明する．３つ目に参加者の募集である．国土緑化推進機構によりボランティアの募集を仲介してもらう，国民参加の森林づくり事業でネットワーク化された森林ボランティアを活用する，地域の広報などに載せてもらうなどのことができるが，初めは少人数の方が動きやすくて良いだろう．４つ目に費用についてだが，間伐用の大鋸，剪定ばさみや剪定鋸の用具が必要になる．大鋸（12,000円ほど）を３本程度，剪定ばさみや剪定鋸（2,000円～）10本程度購入し，鉈や鎌，軍手などは各自持参にしてもらう．地域の森林組合が用具を貸与してくれる場合もあり，国民参加の森づくり事業による国庫補助や緑の募金を活用した森林ボランティアに対する支援などにより，用具にかかる費用や，山の中での危険を伴う作業であるため運営組織の者が加入する主催者賠償責任保険料と市民が加入するボランティア保険料，その他の連絡活動資金についても積極的に支援が行われているので最大限に活用していきたい．現地までの交通費は自費負担としてもらう．５つ目に活動内容を決めて予定表を作成する．初夏の日曜日に活動会を設定する．里山の再生とサンショウウオの保護に必要だと思われる活動を盛り込む．
午前８時　  運営組織が現地集合
トイレの設置など下準備を行う．
９時   ボランティアの市民たちに集まってもらう
プリントを配布し活動会の趣旨と目的と作業の手順，道具の取扱い方，気をつけることを説明し，市民が退屈しないように30分程度で短く切り上げる．
９時半 密生低木の下刈
放置された森林では陰性の低木が覆い繁り，今後の作業の妨げになり，また日光が地面に届かず土壌と生態系が貧弱になっているからである．
10時半 30分間休憩を挟む
11時　 間伐
皆伐では林床が雨ざらし・日ざらしになり，幼木が風雨にさらされてしまうので抜き切りにすることにより適度に日光が地面まで行き届き，豊かな生態系を築ける．
12時　 休憩を兼ねて昼食
午後１時　  近辺の耕作放棄水田の整備
労働力不足や減反政策などで耕作が放棄された耕作放棄水田を，先ほど下刈した中で有機肥料として利用できそうなものは漉き込みながら田起こし，水入れなどをしてサンショウウオが産卵したり，幼生が生育したりできる環境にする．縮小あるいは分断されてしまったサンショウウオのもとの生息地間での移動を可能とするため農道の緑化などを行う．耕作放棄水田は土地の荒廃や土砂崩れにつながり，整備することは国土の保全になるので農林水産省の農村漁村活性化プロジェクト交付金より支援が受けられる．
２時半　里山の観察会
自分達が整備した里山を満喫し，活動会の達成感を味わう．バードウォッチングや里山の珍しい植物の観察はボランティアの市民たちにも喜ばれるだろう．
４時半　現地解散
運営組織は後片付けなどを30分で行い反省会を開く．間伐材はその時のキャンプファイヤーに利用したり，市民がリクリエーションに使うためのベンチにしたり，農家や学校に寄付したりできるが，余ったものはまとめてくくり置いておく．石油価格が高騰している現在，研究が進めば間伐材のバイオ燃料としての価値もますます高まることだろう．今後この里山は市民に開放し，グリーンツーリズムにも利用してもらうことができる．
Ⅵ　おわりに
以上のように里山の活動会を行うことによりサンショウウオの保護，そして生物の多様性が実現し，また間伐材の利用もでき，管理によって林産資源を得ることができ，さらに里山を水辺と森林を併せ持った市民のリクリエーションの場としても活用できるのである．ひいては国土の保全にもつながるのである．人間が手を加えてはじめて成立する自然環境という特異な性質上，里山は強制力や規制を伴った現在の法律によるネガティブな方法では守ることはできない．われわれ市民が積極的に自然に働きかけていかなければ里山は再生しないのである（重松 1991）．里山の再生は国や地方自治体が勝手にやってくれることではない．われわれが各種制度を利用して，国や地方自治体を動かし，行動していくことが必要なのである．里山はサンショウウオなどの多様な生物にとって住みやすい環境であり，人間にとっても必要な環境であることは明らかである．グリーンツーリズムの活発化などからも看取されるように古き良き日本の里山の自然が求められ，バイオ燃料や生物多様性などの面でも里山の豊かな自然の価値が見直されている今，我々日本人がもう一度自然と向かい合って里山を営むことが，サンショウウオをはじめとする動植物と共に我々自身をも救うことにつながるのである．
注
１）植物資源の攪乱とストレスとは植物体を破壊し，光合成物質生成を制限することにより自然状態での植生の遷移を逆行させること．人為的な樹木の伐採や草刈り，野焼きなどに加えて洪水や暴風による樹木の倒壊などの自然災害も含まれ，日本の植物は攪乱とストレスに順応していたといえる．


２）蓄積量とは樹木の年間生長量をもとに算出したおおよその資源量のことであり，蓄積量が多いことは伐採可能な成熟した樹木が多いことを示す．


３）大阪・京都地域のカスミサンショウウオは絶滅の危険性がある地域個体群に指定されている．


４）実際水田の減少によるカエルなどの両生類の減少によってヤマカガシの減少が報告されている．両生類は爬虫類や猛禽類の重要な餌となっている．


５）有権者の50分の１以上の署名を以て代表者から地方自治体の長に請求するという手続きを踏む．


６）歴史文化環境保全地区や学術自然保護地区などがある．


７）有権者の３分の１以上の署名を以て地方議会の解散を選挙管理委員会に提出するという手続きを踏む．


８）実施者が策定する自然再生事業実施計画について国や地方自治体が許可,承認するといった形ではなく，国や地方自治体に送付すればいいとされており，実施などに国や地方自治体は必要に応じて助言するといった形をとっている．


９）森づくりコミッションとは林野庁によって設立された，森林・山村地域の森林活動受け入れ団体と都市圏の企業や学校，NPOなどの団体をマッチングし，森林活動をサポートしていく組織のこと．
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